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1、問題及び目的

子ども達が日常生活している学校では毎日い
ろいろなことが起こっている。その都度、その
子たちがその子たちなりに解決しながら過ごし
ているが、時には自分自身で受け止められなく
なり、身体症状を訴えたり不登校傾向になった
り反社会的行動をとったりして SOSを発信し
てくることがある。子ども達が抱えている問題
は一過性の場合もあるが、なかなか解決できず
事態が膠着することがあり次第に積み重なって
いくと心身の健康にも影響を及ぼしかねない。
実際、栗太郡養護教諭部会（2000、現在は栗東
市）では、頭痛や腹痛等の内科的な理由で保健
室に来室してきた子ども達の訴えを丁寧に聴き
取り、その状況を分析した。結果、5人に 1人
が心理的な要因を抱えており子ども達が身体症
状を通して心の SOSを発していると報告され
ている。子ども達が抱えている課題はそれぞれ
異なり、その状況は「学校が楽しい」「学校が

楽しくない」という児童の主観的な訴えによっ
て表現されると考え、このように子ども達の心
や行動、意識等が揺れ動く状態を Figure1に示
した。
「学校が楽しい」「学校が楽しくない」という
感情は、常に一定とは限らない。教科や学級活
動の内容、認知の仕方や、その子を取り巻く環
境や状況の変化、相互作用によって毎日の中で
も刻々と変動していると思われる。「わからな
い」「難しい」が「わかる」「できた」に変わる
ことは、子ども達自身の課題解決能力を高め、
環境に適応する力が養われ、ひいては自己肯定
感・自己有能感を高める。教育目標の「生きる
力」の育成にも関わって、子どもの成長のチャ
ンスでもある。従って「学校が楽しくない」要
因を除くことが必ず必要であるとは言えない。
文部科学省（2003）の学校教育に関する小学生
の意識調査の結果「学校生活満足度」では
90.5％が、内閣府（2001）の小学生の意識調査
でも、92.4％の子ども達が概ね満足であると回
答しており、殆どの子ども達は学校は楽しいと
認識している。しかし、近年「いじめ」「自殺」
など命にかかわる問題も後を絶たないことを踏
まえると、この 10％前後の子ども達が SOSを
発信していることは学校にとって大きな課題の
一つであると思われる。
古市・玉木（1994）は「学校享受感」を「学
校生活が楽しさ」と定義して、その影規定要因
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Figure １　学校の楽しさの変動モデル
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を研究した。Figure1に示したように、学校生
活が楽しくない場面が、積み重なっていくと
SOS 行動を呈し、学校不適応症状を呈する。学
校が楽しくない状況が要因で学校不適応に陥る
と考えると、学校生活にうまく適応することと
学校の楽しさが一致するのかという疑問が生じ
る。学校適応感に影響を及ぼす要因については、
多くの先行研究（浅川・尾崎・古川 .2003、三
島 2006.2010、河村・田上 .1997、古川・大江・
内藤・浅川 .1993、石田 .2009、神薗 2005）が
あり、学校生活スキルや社会スキル、コミュニ
ケーションスキル、学業成績、自己肯定感など
の個人に起因する要因と、友人関係などの相互
関係に起因する要因が示唆されてきた。
三島（2006）は、学校に行きたいという気持
ちの強さが、学校生活に対する主観的な適応状
態を反映していると考え、そうした気持ちの強
さを「総合的適応感覚」と定義し、「学校に来
るのは楽しい」「学校が休みの日は退屈だ」「学
校に行きたくないと思うことがある（逆転項
目）」の 3項目の尺度で主観的学校適応感尺度
を作成している。
しかし、江村・大久保（2012）は、「実際に
は学校に行きたくないと思っていてもそれなり
に楽しんでいる児童もいる」と述べ、「学校に
行きたい」「行きたくない」という感情と学校
享受感が必ずしも一致するとは限らない事を指
摘している。森田（1991）も、一見何の問題も
なく毎日登校している多くの子ども達にも学校
に登校したくないという回避感情があると述べ
ている。学研教育総合研究所が児童の学校生活
関する意識調査（2010、インターネットによる
回答）結果をみると、回答児童は学校生活を概
ね楽しみ友達関係もよく自己肯定感も高い集団
だと推測されたが、4割以上の児童が学校に「行
きたくない時がよくある」「少しある」と回答
している。不登校の事例の中には、一見学校生

活に適応している子どもが突然不登校を呈する
という所謂「優等生の息切れ」と呼ばれた子ど
も達もいる。従って、江村、大久保、森田が示
したように、学校生活にうまく適応していても、
学校に行きたいと考えているとは言い切れず、
さらに学校が楽しいという気持ちとも必ずしも
一致しないと思われる。
このような先行研究の結果を鑑みて、本研究
では、「学校享受感」は「学校生活が楽しいと
思える感情」と定義して、学校生活の楽しさに
影響を及ぼす要因を検討する。
「学校享受感」を規定する要因は、学業成績、
学習理解度、発達障害、人間関係、自己肯定感、
不安感、家庭の状況等多くの要因が考えられる。
先行研究や種々の統計資料から、その要因を客
観的に概推した。古市（1990）は、登校に対し
て生じる強い忌避感情を学校ぎらい感情と定義
し、その規定要因の検討を試みた。その結果小
学生男子は学業上の不適応が、小学生女子は友
人との間に良い人間関係が形成できないこと
が、学校ぎらい感情を規定すると示唆している。
さらに、古市・玉木（1994）は、学校享受感を
学校生活の楽しさと定義して、中学生の学校生
活の楽しさをもたらす要因について級友適応、
教師適応、学業適応、家族適応の 4側面からて
検討を行い、寄与率から男子生徒は学業成績、
教師関係、女子生徒は級友関係が大きく影響を
及ぼすことを示した。その結果をもとに古市
（1997）は、小学生の学校生活の楽しさとその
規定要因の検討を行い、小学生では、級友関係、
教師関係が学校生活の楽しさに影響を及ぼすと
ともに男子では学業成績においてもその規定要
因である可能性を示唆している。内閣府の、小
学校 4～ 6年生を対象にした意識調査（2001）
では、学校生活の嫌なことは「運動が苦手」「勉
強が分からない」「嫌いな先生がいる」という
項目が上位を占めている。文部科学省の小学生
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3年生と 5年生を対象にした「学校教育に関す
る意識調査」（2001）では、学校生活での楽し
いことに、両学年とも「友達と遊ぶこと」と回
答した子どもの割合は 90％を超えている。一
方で学校生活での不満は「友達のこと」「勉強
のこと」「テストのこと」が上位を占めており、
これらの調査結果は、学校生活の楽しさが学業
適応、級友適応、教師適応を示唆した古市らの
研究結果と一致していると思われる。
藤田・西川（1999）は、小学校高学年の「学
校が楽しい」理由を記述式で調査した。結果、
友達との遊びや会話を上げる児童が多く、「学
校享受感」には「友人関係」の影響が大きいこ
とを報告しており、これは子どもの意識に関す
る統計の結果や先行研究とも一致する。しかし、
児童が記述する調査では、「給食」「休み時間」（藤
田・西川 1999）や「遠足」「行事」（小学生白
書 web版 2010）等を記述しており、子ども達
は身近で具体的な出来事・事象を記入する可能
性が予測される。藤井（2005）は、学校の楽し
さに「友人と一緒にいる」ことを挙げる児童が
圧倒的に多いとしながらも、友人関係に満足し
ていない児童の約半数が、学校が楽しいと回答
している調査結果を報告しており、友人関係以
外の要因の検討も必要だと思われる。
桜井（1985）は、小学生のコンピテンスと学
業成績の相関関係を検討し、男児では運動と学
習に関するコンピテンスとの間に、強い相関関
係にあること、女児ではその両者に全く相関関
係がみられないという性差が存在することを示
した。また男女ともに、学習コンピテンスが友
人関係コンピテンス、自己価値コンピテンスや
学業成績にも有意な正の相関関係がみられたこ
とを示した。運動や学習ができると自己効力感
や得意感が高まり、子ども達自身の自信にもつ
ながる。子ども達はその殆どの時間を集団で活
動する。Figure1にあるように、子ども達にとっ

て「できた」「折り合いがつけられた」という
社会スキルは、学校不適応症状や SOS症状を
予防するためにも、学校生活を円滑に送る上で
も必要な要因と思われる。石隈（2002、2003）も、
学校生活の中で「児童生徒の学習スタイルや行
動スタイルと学級や学校で要請される学習活動
や行動の折り合いがうまくいかない時、児童生
徒も教師も苦戦する」と述べて、学級と自分の
関係の折り合いをつけるために必要な学校生活
スキルを検討し、「進路決定スキル」「集団生活
スキル」「自己学習スキル」「課題遂行スキル」「健
康相談スキル」「コミュニケーションスキル」「健
康維持スキル」の 7つ下位尺度を見出した。
個人の能力に起因すると思われるコンピテン
スや学校生活スキルが「学校享受感」に影響を
及ぼすと思われるが、一方で近藤（1994）は、
不適応の要因が個人の能力に起因するような解
釈をしている誤りについても述べている。不適
応症状は必ずどんな場面でも起こるとは限らな
い。学校生活にうまく適応しているかどうかは
その子自身の能力だけに起因するのではなく、
その子をとりまく学校生活環境、殊更、教師関
係の影響、殊更に、教師と子ども、または学級
集団と子どものマッチングが影響を及ぼすこと
を提唱している。村井（2010）も、脳の情動情
報処理機構の視点で、授業者の行動と学習者の
皮膚抵抗反応の研究結果と、授業者と学習者の
人間関係から、「教育はその教育スキル等の獲
得の重要性もあるが、子どもとの信頼関係がす
べてである」と述べている。現実に、学年が上
がり担任がかわると急に不登校傾向を示す子ど
もや、逆に教室復帰する子どもがいる。
河村・田上（1997）は、学級内での不適応が
深刻化する以前に予防することが必要であると
いう視点で「承認」と「非侵害」の因子から学
級生活の満足度を測定する指標を示した。この
下位尺度では、学級内での受容感・共感・人間
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関係を問うとともに、いじめの早期発見を目的
に作成されているので、孤立や侵害されている
かどうかについて構成されている。学級には
様々な子どもがおり、一人で活動することを好
む子どももいる。江村・大久保（2012）も、こ
の尺度は、いじめや不適応の可能性を発見する
ために開発された尺度であり、一人ひとりの個
性を踏まえると、必ずしも児童の適応感につな
がらないことを指摘するとともに、「適応とは
個人と環境の関係（近藤、1994）を示す概念で
あり、小学生にとっては学級と自分との関係」
と述べて「居心地の良さの感覚」「被信頼・受
容感」「充実感」の 3因子で小学生用学級適応
感を測定する尺度を作成した。大対・大竹・松
見（2007）は、不登校や学校不適応状態への予
防的介入を目的に、学校適応を「個人の行動が
学校環境において強化される状態」と定義して、
学校適応アセスメントのための三水準モデルを
提唱した。三水準モデルは、第一水準の行動的
機能（個人内要因や環境要因等）、第二水準の
学業的・社会的機能（学業、友人や教師関係等）、
第三水準の学校適応感（満足感、達成感、楽し
いという気持ち、不安感、ストレス等）から構
成されている。大対らは、個人の能力やスキル
が相互関係の中で影響し合って、学校に適応し、
ひいては、学校が楽しい感情を規定することを
提示した。学校生活の楽しさを規定する要因に
ついて、古市（1997）が、学業成績・級友適応・
教師適応を示したように、個人の能力やスキル
に加え、学級内の関係性も大きく影響している
と思われる。栗原（2009）、栗原・井上（2010）
は、江村・大久保（2012）が作成した学級適応
感測定尺度や、大対・大竹・松見（2007）が提
唱した三水準モデルを参照に、さらに全体的に
多面的に包括的に判断できる「学校環境適応感」
測定尺度を開発している。この尺度は、満足感・
教師サポート・友人サポート・向社会スキル・

非侵害的関係・学習適応の 6領域から構成され
ている。確かにこの尺度でその時点での本人の
主観的な「うまくやっていると感じている程度」
を測定しうることは可能である。しかし現実は、
自分はうまくできていると思っているからこ
そ、トラブルや深刻な事態になる事例もある。
また、先に述べたように学校享受感と学校適応
感は必ず一致するとは限らず、「学校環境適応
感」測定尺度では難しいと思われる。 

以上の先行研究から「学校享受感」に影響を
及ぼす規定要因を検討するために、コンピテン
スが学校生活スキルに影響を及ぼし、それが学
級内の適応感に影響を及ぼし、ひいては学校享
受感に影響を及ぼすという仮説をたて、Figure2

のような階層的なモデル図を作成した。コンピ
テンスは、桜井（1992）が検討した 4項目のコ
ンピテンスの中から、文部科学省調査結果も参
照し「運動に関するコンピテンス」、「学習に関
するコンピテンス」を説明変数に採択した。子
ども達はその殆ど時間を集団で過ごす。石隈
（2002、2003）が作成した学校生活スキルの中
から、仲間との会話や自分の考えや気持ちが相
手に伝えられる「コミュニケーションスキル」
や、「集団生活スキル」、子ども達にとって影響
があると示されてきた学業成績に関連して「課
題遂行スキル」の 3因子を下位尺度に採択した。

Figure ２　学校享受感に影響を与える要因モデル
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子ども達はその殆どの時間を学級という単位の
中で過ごす。学級内での人間関係は最も学校享
受感を左右すると考え、江村・大久保（2012）
の作成した「学級適応感」を採択した。「学級
適応感」には、学級内の安心できる居場所や幸
福感である「居心地の良さの感覚」や、教師や
友人からの受容・承認・信頼である「被信頼・
受容感」、学級としてつながって、仲間と共に
成長したり夢中になったりする「充実感」の 3

つの下位尺度で構成されている。学校享受感に
影響を及ぼす規定要因に級友や教師関係を示す
研究が多くなされている。「学級適応感」の下
位尺度によって、対級友や対教師関係も推測さ
れると考える。
今回の研究では、この仮説を調査分析するこ
とで、小学生高学年の「学校享受感」に影響を
与える主観的要因を明らかにしたいと考える。

2、方法

（1）質問調査紙
①フェイスシート
成績に関係しない事、個人が特定されない事、
担任や学校関係者は、回答用紙は見ない事、学
年と性別を記入する事で研究に同意する意思が
あるという事を示した。記入に際しては、自分
の気持ちに一番近いところに○をすること、枠
線上や 2か所以上に○は集計できないことを明
示し、○は 1つ、枠内に記すよう依頼した。
②尺度の構成
・  学校享受感尺度 10項目（古市・玉木　1994）
・  児童コンピテンス尺度（桜井 1992）
運動に関するコンピテンス 10項目と学習に
関するコンピテンス 10項目を採択した。コ
ンピテンスは、他の尺度に合わせて、疑問形
から肯定文に改めて用いた。
・  学校生活スキル尺度（茨城県教育研修セン

ター　石隈　2002、2003）
集団活動スキル 7項目とコミュニケーション
スキル 6項目と課題遂行スキル 7項目を採択
した。
・学級適応感尺度（江村・大久保　2012）
居心地の良さの感覚 5項目、被信頼・受容感
4項目、充実感 6項目を用いた。
以上 65項目で構成した尺度を「とてもあて

はまる」「どちらかといえばあてはまる」「どち
らかといえばあてはまらない」「まったくあて
はまらない」の 4件法で調査した。
（2）手続き
関西地区の小学校 5校に、6月中旬に訪問し、
研究の目的・概要・質問調査項目の内容を説明
し、調査の協力は強制ではないこと、記入上の
諸注意、調査結果は統計上の分析をするため各
校ごとの結果は集計しないことを伝え、調査を
依頼した。その上で、研究協力依頼文書と在籍
児童数分の質問調査用紙を手渡し、回収日を調
整した。調査の実施については学校裁量に任せ
て回収日に各学校に訪問し回収した。
（3）研究協力者　
上記の小学校で、同意を得た小学校 5、6年
生 839名。
すべて回答した群 676名（男子 336名、女子

340名）で主たる分析を行った。
（4）調査期間　2013年 6月 19日～ 7月 4日　

3、結果

（1）尺度の信頼性の検討
「学校享受感」「コンピテンス」「学校生活ス
キル」「学級適応感」の下位変数について、「と
てもあてはまる」―4点、「どちらかといえば
あてはまる」―3点、「どちらかといえばあて
はまらない」―2点、「まったくあてはまらない」
―1点（逆転項目は逆に）で得点化し、それぞ
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Table １ 各下位尺度の項目と信頼性
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れのα係数を算出した結果を Table1に示す。
どの変数もクロンバックα係数は .70より高く、
十分な内部一貫性を有していることが確認でき
た。
（2）学校享受感に影響を及ぼす主観的要因の検討
①学年別、男女別による変数の検討
学校享受感と「コンピテンス」「学校生活スキ
ル」「学級適応感」の各下位変数について、男女
別・学年別で分散分析を行ったところ、「運動コ
ンピテンス」（F（3, 672）=20.17,p＜ .001）、「コミュ
ニケーションスキル」（F（3, 672）=5.41, p＜ .01）、
「集団活動スキル」（F（3, 672）=13.42、p＜ .001）、
「課題活動スキル」（F（3, 672）=33.51,p＜ .001）、
の 4つの変数で男女間の有意差が認められた。
従って以下の分析を男女別に分けて行い、男女
別の平均値、標準偏差、最小値、最大値を算出
し t検定を行った。その結果をTable2に示す。「学
校享受感」（t（674）＝ 2.58, p＜ .05）、「コミュ
ニケーションスキル」（t（674）＝ 3.92, p＜ .001）、
「集団活動スキル」（t（674）＝ 6.28, p＜ .001）、「課
題遂行スキル」（t（674）＝ 9.92, p＜ .001）、は女
子の方が、コンピテンスは両者とも男子の方が
有意に高いことが示された。
②相関・因果関係の検討
各変数の因果関係を検討するため、ピアソン
の相関係数及び重回帰分析を行った。相関係数

を Table3に、重回帰分析結果を Table4に示す。
さらに Figure2のモデル適合度を分析するために
「一般化最小 2乗法」で共分散構造分析を行った。
各要因の相関関係は有意にみられたが、Figure2

のモデル図では男子（GFI=.863、AGFI=.658、
CFI=.333、RMSEA=.177）、女児（GFI=.861、
AGFI=.653、CFI=.328、RMSEA=.178）と、両者と
もに適合度が低く、これらの説明変数では、影
響を及ぼす規定要因といえないことが明らかに
された。そこで、重回帰分析で有意差の見られ
なかった説明変数を除いた。その上で、各変数
やパスの方向を再構成したり、相関係数を挿入
したりするなど、探索的に検討を繰り返し行っ
た結果、Figure3にあるように男女別に要因が異
なるモデルが見いだされた。
男子パス図の適合度は GFI＝ .989、AGFI

＝ .957、CFI＝ .977、RMSEA＝ .049であり、男
児の学校享受感に影響を与える主観的要因につ
いて、これらの変数で概ね説明がつくと思われ
る。「学校享受感」には直接的には「学習コンピ
テンス」「居心地の良さの感覚」「充実感」が有
意な正の影響を、「被信頼・受容感」が有意な負
の影響を与えることが示された。「居心地の良さ
の感覚」は「学校享受感」に大きな影響を及ぼす。
「居心地の良さの感覚」には「被信頼・受容感」「充
実感」が、「充実感」には「被信頼・受容感」「コ

Table ２　各変数の男女別基礎統計とt 検定結果

注）一項目平均値＝平均値を変数の尺度数で割り尺度一項目の平均を算出し 100点満点に修正した値
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Table ３　各変数の男女別相関係数

Table ４　男女別重回帰分析
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ミュニケーションスキル」が、「被信頼・受容感」
には「学習コンピテンス」「課題遂行スキル」「コ
ミュニケーションスキル」が、すべて有意に正
の影響を及ぼすことが示され、Figure3-①のよう
な階層的な関係が見いだされた。
女子パス図の適合度はGFI＝ .993、AGFI＝ .973、

CFI＝ .993、RMSEA＝ .020であり、女子の学校
享受感に影響を与える主観的要因についても、
これらの変数で概ね説明がつくと思われる。「学
校享受感」には直接的には「集団活動スキル」「居
心地の良さの感覚」「充実感」「コミュニケーショ
ンスキル」が有意な正の影響を与えることが示

された。「居心地の良さの感覚」は「学校享受感」
に大きな影響を及ぼす。「居心地の良さの感覚」
には「充実感」が、「充実感」には「被信頼・受
容感」「集団活動スキル」「コミュニケーション
スキル」が、「被信頼・受容感」には「居心地の
良さの感覚」「集団活動スキル」「課題遂行スキル」
が、正の影響を及ぼすことが示され、Figure3-②
のように一方通行的な関係にある可能性が見い
だされた。
③回答不備群と全回答群の平均の比較
調査質問紙は 65項目で構成しており中心化

傾向を避けるため 4件法で回答を求めている。
全部回答するには、項目の内容と自分の気持ち
に折り合いをつけたり、正確にその枠に収まる
ように記入したりする力が必要になる。不備回
答をみると、2か所以上に○をつけたり、枠線
上に○をつけたり、空欄のままにしたり、各下
位変数によってばらつきがみらた。これは、単
に見落としたという理由だけではなく、尺度の
内容に答えたくなかった、質問の意味が理解で
きなかった、どうしても自分の気持ちと折り合
いがつけられなかった等の可能性も考えられ
る。不備回答は、同意を得て調査回収した子ど
も達の 19.4％にのぼる。古荘（2009）は、自尊
感情について小学生に調査しており、その際「0」
得点に近い子の存在に着目し、問題を抱えてい
る一人一人の子どもの背景を非常に心配してい
る。古荘が問題提起した「0」得点は本調査で
もみられ、回答不備の子ども達は、自尊感情の
高低も関わっている可能性が考えられ、教育現
場において、様々な課題を抱えて SOSサイン
を発信している子ども達の姿と重なる部分が垣
間見える。全回答群分析の結果、Figure3のパ
ス図が得られ、学校享受感に影響を及ぼす要因
が示唆された。さらに様々な課題が推測される
不備回答群を分析することで、学校享受感に影
響を及ぼす要因がより詳しく判明し、教育現場

Figure ３－①小学生男子

Figure ３－②小学生女子
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において支援する方向性の一指標になるのでは
ないかと考え、今回、不備回答（163名）の分
析も試みた。
回答不備項目を「0」点として各変数の合計
得点を算出し、「各変数の合計得点×各変数の
項目数／各変数の回答数」という式で個人の点
数を修正した上で、平均値を算出した。この値
を修正平均値として、全て回答した群との比較
を行った結果を Table5に示す。全回答群と比
べると、回答不備群は「学校享受感」（t（837）
＝ 3.95, p＜ .001）、「学習コンピテンス」（t（837）
＝ 3.17, p＜ .01）、「集団活動スキル」（t（837）
＝ 3.10, p＜ .01）、「課題活動スキル」（t（837）
＝ 3.09, p＜ .01）、「被信頼受容感」（t（837）＝
3.35, p＜ .01）、「充実感」（t（837）＝ 2.28, p＜ .05）
で有意に低く、回答不備の子ども達は、全て回
答した子ども達に比べると、明らかに「学校享
受感」が低く、「学習コンピテンス」「課題遂行
スキル」「被信頼受容感」も低いことが示唆さ
れた。また、「コミュニケーションスキル」（t

（837）＝ 1.13, ns）と「居心地の良さの感覚」（t

（837）＝ 1.49, ns）は全回答群と回答不備群で
有意差はみられず、相手に自分の気持ちや考え
を伝えたり、学級内で安心できる環境であって
も、自分が認められなかったり、学習がうまく
できないと、「学校生活の楽しさ」は得られな
い可能性が示された。

4、考察

（1）各変数とモデルについて
コンピテンスは相対的な自己評価と得意感を
問うている。調査統計では、学習や運動が学校
の嫌なことの上位に挙がっていたが、平均値は
「どちらかといえばできる」という範囲を示し
ており、学業不振が学校生活にも影響を及ぼす
という可能性が低い集団であることが推測さ
れ、男女ともに「運動コンピテンス」が学校享
受感にに及ぼす影響は低いと思われる。一方「学
習コンピテンス」では男女の差がみられ、男子
は学業成績が学校享受感に影響を及ぼすことが
示唆された。この結果は、古市（1997）や結果
は桜井（1985）の研究結果と一致している。
学校生活スキルにおいても、女子のみ「集団
活動スキル」が大きく影響していることが示唆
され、「学校享受感」に影響を与える下位変数
に男女異なった特徴がみられた。「集団活動ス
キル」では、素直に謝ることが出来たり、相手
の話を聞いたり、共感する、等の対人関係を円
滑に行う下位尺度で構成されている。
性差は学級適応感でも見られた。コンピテン
スと学校生活スキルの説明変数が再構成し、男
子は「学習コンピテンス」「課題遂行スキル」「コ
ミュニケーションスキル」が、女子は「集団活
動スキル」「課題遂行スキル」「コミュニケーショ

Table ５　回答不備群と全回答群の比較（t 検定）

注）不備回答平均人数＝下位変数の空白・２カ所・線上の回答数の平均値（単位：人）
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ンスキル」が「被信頼・受容感」に影響を及ぼ
す事が示された。古市（1990）は、小学生女子
の「学校享受感」と「友人関係」、「学校ぎらい」
と「非協調性」との関係を示しており、集団や
対人関係の影響を受けるという点では、今回の
調査結果とほぼ一致していると思われる。「被
信頼・受容感」は受容・承認感で構成されてお
り、他者から、認められたい、好かれたいとい
う気持ちは、女子では、コミュニケーションを
通じで集団や人間関係を円滑にする事が、男子
では集団生活ややコミュニケーションより「学
習コンピテンス」が影響を及ぼす特徴が示され
た。「被信頼・受容感」は説明変数だけでなく、
それが及ぼす従属変数にも性差が見られた。男
子は「被信頼・受容感」が「充実感」「居心地
の良さの感覚」に双方に有意に正の影響を及ぼ
すことと、直接的に「学校享受感」には有意に
負の影響を及ぼす関係が示された。教育現場で
は、学級崩壊、いじめ、スクールカーストなど
学級風土に根差す問題が報告されている。ス
クールカーストは学級集団での人間関係に序列
が形成されることで、鈴木（2010）によるとス
クールカーストは教室内の居心地の悪さを規定
する要因の可能性とともにスクールカーストが
高いほど偽りのキャラを演じてしまう傾向があ
ることを示唆している。「被信頼・受容感」が「学
校享受感」に負の影響を示すのは、学級集団の
中で好かれるキャラ、頼りになるキャラ、場合
によっては場の空気を読み自己の本意と異なる
キャラを演じなければならないという無言のプ
レッシャーと、自分らしく主体的に生きたいと
いうが気持ちが相反した結果である可能性が示
唆された。周りに合わせようとして自分を偽る
という傾向は思春期の子ども達にみられる特徴
の一つでもある。思春期特性は小学生高学年で
は女子の方が早期に発現するといわれている
が、男子においても、このような特徴を示す可

能性も示唆された。
女子においては「被信頼・受容感」「充実感」

「居心地の良さの感覚」が一方通行に構成され
るモデルが見いだされた。小学校高学年の対人
関係について田中（2005）は「意見や行動の相
違から対立・葛藤が生じて、思い通りにならな
い「他者」を経験する場でもあり、子どもはこ
うした「他者」との折衝・仲直りを繰り返すこ
とで自己中心性を減少させ、他者を考慮して人
間関係の調整能力を発達させていく」と述べた
上で、小学校 4年、6年、中 2生の対人関係の
調査を実施している。その結果、年齢が上がる
につれて自分の評価が気になる傾向と、友人関
係が気を使う煩わしい側面を持つようになるこ
とを示唆している。松尾・新井（1998）による
と女子の方が、対人不安傾向が強いことを示唆
している。女子は、人間関係を重要視している
一方で、他者に嫌われないよう、拒絶されない
よう、細心の注意を払っていると推測される。
また、女子は「被信頼・受容感」と「学校享受
感」には相関はみられるが、寄与率は低かった。
つまり「被信頼・受容感」は直接的ではなく、
間接的に「学校享受感」に影響を及ぼす重要な
変数であると思われ「学級適応感」の 3変数は
それぞれ併走しているのではなく階層的であ
り、「学校享受感」に影響を及ぼす要因は男女
で異なることが見いだされた。
（2）全回答群と回答不備群との比較
回答不備群の「学校享受感」、「学習コンピテ
ンス」「集団活動スキル」「課題遂行スキル」が
全回答軍に比べて有意に低いことが示された。
桜井（1992）によると、学習コンピテンスと対
人不安傾向は負の相関を示していると示唆して
いる。回答不備群の「学習コンピテンス」は全
回答群より有意に低いことが示されたことか
ら、回答不備群は対人不安傾向が全回答群より
強いことが推測される。横山ら（1992）は、敬
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意・賞賛・共感・愛情・受容といった社会的報
酬を受けるためにはそれに見合う行動が当然要
求され、もしそれに失敗すれば社会的報酬では
なく逆に、軽蔑・非難・拒否といった社会的処
罰を受けることになる。社会的処罰を受ける可
能性があるとき、他者の共在が不安や緊張を高
めることを示唆している。回答不備群の「集団
活動スキル」、「課題遂行スキル」は全回答群と
比べると有意に低い。松尾・新井（1998）は小
学生の子どもは他者からの評価や視線を意識す
る傾向と対人不安は正の有意な関係があり、そ
の対人不安は主観的に社会的スキルが不足して
いると感じるときに生じると報告している。回
答不備群では「充実感」も有意に低いことが示
された。「充実感」は学級内での動機づけや集
団凝集性の意を含んでいる。これらのことから、
回答不備群では、集団活動や課題遂行のできな
さ感が対人不安や対人緊張を招き、他者評価に
対して不安になり、ひいては学級凝集性にも影
響を及ぼしているという可能性が推測された。
また、回答不備群の中でも「被信頼・受容感」は、
他の変数に比べて不備回答率が高い。このよう
な他者の評価に対して自己と照らし合わせるこ
とから回避していた結果である可能性も示唆さ
れた。
（3）学校享受感に影響を及ぼす要因について
人間は基本的に 5段階の階層欲求があると言

われている。この視点で各変数を見ると「充実
感」は、集団や個人の成長を積極的に促す学級
凝集性のある学級の意を含んでおり、欲求階層
説の社会的欲求がこの部分に当たる。社会的欲
求が満たされると、集団への帰属や仲間同志の
相互の働きかけによって人はより成長するとい
われている。「被信頼・受容感」は 5段階の欲
求階層では他者に認められたい・尊敬されたい
という尊厳欲求で、社会的欲求の上位に位置す
ると思われる。上田（1994）によると、尊厳欲

求は、自己の価値を自ら認めて（自己受容）、
自信や自尊心を高めたりするといった特徴を
持っており、これらは他者受容にも影響を及ぼ
すと述べている。この欲求は自分だけでなく集
団をも成長させる動機づけや学校生活や学習へ
のモチベーションとも関係してくる。「居心地
の良さの感覚」は最も基本であり、男女ともに
有意な正の影響を及ぼすことが見出された。「居
心地の良さの感覚」の尺度項目をみると学級内
で落ち着いたり安心したりできる居場所や幸福
感の要素が含まれている。藤井（2005）は、「居
場所」は「自分」という存在感とともに他者と
の相互承認の関わりにおいて生じると述べると
ともに、「学級での楽しさ」は、対人関係の在
り方が決定的であり、不安や葛藤、恐怖心など
が横行するような学級は、自分の存在確認がで
きないと述べている。学級での安心した居場所
や幸福感が継続的に確保されると、学級と個人
の能力をお互いに働きかけて成長しようとす
る。そのような学級風土が構築され、自己向上
心や自信、他者受容するようになってくる。
「被信頼・受容感」である他者承認は自尊心
や自信とも関連がある。欲求階層では社会的欲
求、尊厳欲求の順で高次になっていくが、まだ
まだ発達途上にいる小学生は、自己の能力や他
者承認・自尊心感情がある程度高くないと学級
や仲間に向き合えない可能性も示唆された。古
荘（2009）は、日本の子ども達の自尊感情は小
学校 4年生くらいから顕著に低下し始める。自
尊感情が低いと、「一つの悪い情報をきっかけ
に、そこから脱却できなくなる」と述べており、
自分にある程度自信がないとすべてあきらめて
しまったり、一つできないと仲間と向き合えな
かったりという傾向が日本の子ども達にもある
ことを示唆している。さらに古荘（2009）は小
学生版 QOL調査の「自尊感情」「学校」の項目
で、学校での調査は無記名ゆえに個人を特定で
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きないが、「0」得点に近い子の存在に着目し、
問題を抱えている一人一人の子どもの背景を非
常に心配している。この結果は本調査でもみら
れ、回答不備群では「学級適応感」が「0」得
点の子ども達が他の変数より多く見られた。「被
信頼・受容感」「充実感」は全回答群に比べて
有意に低いことも示された。「被信頼・受容感」
「充実感」は自分だけでなく他者との関わりで
形成されていく。回答不備群の全てがそうだと
いうのではないが、このような視点でみると、
回答不備群の子ども達は、全回答群の子ども達
と比べると、学習意欲やモチベーション、自信
や自尊心が低く、仲間への受容承認欲求も満た
されてない可能性が示唆された。学習支援は最
も大きな教師の職務であるが、それに留まらず、
受容承認欲求が満たされる学級づくりによって
「学校が楽しい」と思えない子ども達の解決が
図られることを期待したい。

5、おわりに

「学校享受感」に影響を及ぼす主観的な要因
を検討した結果、その要因には男女で異なるこ
とが示された。「学校享受感」を規定する児童
の主観的要因には、学級集団の中で自分と学級
が共に成長し活動して、学級内で安心した居場
所と幸福感が重要であることが示唆され、小学
生にとっての学級の存在の大きさが明らかにさ
れた。上田（1994）は、教師自身の在り方は人
間形成の一要因になり、その人格特徴が子ども
達に直接強い影響力を発揮し教育的効果を生む
ことを指摘している。人が人を教育する時、も
ちろん学習指導要領に沿った教育を計画的に実
践することは教育公務員としての義務でである
が、関わっているその人の人間性が重要である
と思われ、さらなる自己研鑽を積みたいと考え
る。 
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Abstract

The Factors which Affects Enjoyment of Attending Elementary
School for Fifth and Sixth Grade Students

Naomi FUJITA, Masaru KAGAWA

The purpose of this study was to examine the factors which affects enjoyment of attending elementary school, 

and investigate the relations between enjoyment of attending school and three factors, which encompass a total 

of eight subfactors: “Competence” includes (1) cognitive and (2) physical competence (Sakurai, 1992); “School 

life skills” include (3) task completion skills, (4) group activity skills, and (5) peer communication skills 

(Ishikuma, 2002-2003); “Subjective adjustment” includes (6) sense of comfort, (7) feeling of acceptance and 

trust, and (8) sense of fulfillment (Emura & Okubo, 2012). A questionnaire was completed by 839 fifth and 

sixth grade elementary school students to examine the reliability and validity of the scales. A factor analysis 

yielded 3 significant subscales for boys and girls. For boys, the most significant subscales were sense of 

comfort, feeling of acceptance and trust, and cognitive competence. For girls, the most significant subscales 

were sense of comfort, feeling of acceptance and trust, and group activity skills.  

Key words :   enjoyment of attending elementary school, subjective adjustment in the classroom, differences 

between boys and girls


